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＜具体目標＞
 文理を問わず、全ての大学・高専生（約50万人卒/年）が、課程にて初級レベルの数理・データサイエンス・ＡＩを習得
 文理を問わず、一定規模の大学・高専生（約25万人卒/年）が、自らの専門分野への数理・データサイエンス・ＡＩの応用
基礎力を習得

 大学・高専の卒業単位として認められる数理・データサイエンス・AI教育のうち、優れた教育プログラムを政府が認定する制度を
構築、普及推進

＜取組＞
 認定制度創設に向けて、企業・大学・高専・高校等の関係者による議論の枠組みを設置し、認定方法やレベル別の認定基
準、産業界での活用方策等を検討（2019年度）

 検討結果を踏まえた認定制度を構築し、コース認定を開始（2020年度）

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度の構築に向けた検討

大学・高専・産業界等の有識者から構成される検討体制として、同会議を設置（2019年10月）。
2020年度からの本認定制度の運用開始を目途に、認定方法、認定基準、産業界での活用方策等を検討を開始。

 リテラシーレベル： 2020年度からの運用を目標に、制度全体の設計を検討。
 応用基礎レベル： 2021年度からの運用を目標に、基本方針を検討し、今後の論点、検討事項を特定。

AI戦略2019（令和元年６月：統合イノベーション戦略推進会議決定）抜粋

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度検討会議
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ＡＩ戦略の検討・実行体制

有識者会議
（AI戦略実行会議）

○座長：安西祐一郎
○構成員 北野宏明、神成淳司

統合イノベーション戦略推進会議
議長：官房長官、議長代理：科技大臣
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Ｔ
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提言

指示報告

イノベーション政策強化推進チーム
○チーム長
和泉総理大臣補佐官

○構成員
各司令塔・各省庁局長・審議官級

○事務局（イノベーション推進室）

ＡＩ戦略ＴＦ
関係司令塔・関係省庁の指定職/管理職
○関係司令塔
ＣＳＴＩ、ＩＴ、健康医療、知財、宇宙、海洋

○関係省庁
総務省、文科省、厚労省、農水省、経産省、
国交省、環境省、防衛省、個情委

指示報告

人間中心の
ＡＩ社会原則会議

○議長：須藤修
○副議長：北野宏明

承認報告

数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム
認定制度検討会議

○座長：永田恭介
○副座長：安宅和人

AIステアリングコミッ
ティー

○座長：北野宏明
○副座長：安西祐一郎

承認報告 承認報告
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度創設等に向けたスケジュール

（2019年度）

企業・大学・高校関係者による
認定制度設立にむけた検討〔内・文・経〕
【検討内容】
・認定における審査方法等
・認定基準の策定
（リテラシーレベルを中心に）
・産業界での活用方策

（夏頃～）

公募

（2020年度内）

第1回認定
（リテラシーレベル）

こ

事例をインプット

サンプルモデルプログラム募集
〔内・文・経〕
・大学・高専の既存プログラムを広く募集

検
討
結
果
ま
と
め

（2019年度末）

（~2020年春）

検討結果を踏まえ
制度を構築

応用基礎レベル認定検討

検
討
結
果
ま
と
め

（2020年度末頃）

数理・データサイエンス教育強化
拠点コンソーシアム

（2019年度）

・（文系にも実装可能な）リテラシーレベルの
カリキュラム検討

2021年度中を
目途に、

応用基礎レベ
ルも含めた

第２回認定を
実施

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

検討結果を反映

Ａ
Ｉ
戦
略
２
０
１
９

策
定

認
定
制
度
構
築

検討結果を反映

（2020年度春頃～）

制度構築
・周知

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

第
一
弾

モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

第
二
弾（2020年度）

・応用基礎レベルの
カリキュラム検討

検討内容をインプット

（2019年夏）

（2017年度～）
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研究開発体制の再構築に向けた検討

上記の実現に向け、「ＡＩ戦略実行会議を核とした推進体制を確立」 ⇒ 「ＡＩステアリングコミッティー」を設置。

① 理化学研究所革新知能統合研究センター（理研AIP）、産業技術総合研究所人工知能研究センター（産総研
AIRC）、情報通信研究機構（NICT）ユニバーサルコミュニケーション研究所（UCRI）及び脳情報通信融合研
究センター（CiNet）からなるAI関連中核センター群の強化・抜本的改革に資するため、同センター群の研究開発の
推進に関するアクションプランを設定・実行

② 同センター群を中核に、参画大学・研究機関等からなる「AI研究開発ネットワーク」を構築

AI戦略2019（令和元年６月：統合イノベーション戦略推進会議決定）抜粋

AIステアリングコミッティー

＜大目標＞
 基礎研究から社会実装に至るまでの、本戦略に即した包括的な研究開発サイクルの構築
 日本がリーダーシップを取れる先端的ＡＩ技術、標準化における国際イニシアティブの確保
 本戦略に即したＡＩ関連中核センター群の強化・抜本的改革を行うとともに、同センター群を中核にしたネットワークを構築
することによって、ＡＩ研究開発の日本型モデルを創出し、世界の研究者から選ばれる魅力的なＡＩ研究拠点化を推進

 本戦略で掲げた「多様性を内包し、持続可能な発展を遂げる社会」を実現する上で重要な創発研究、基盤的・融合的な
研究開発の戦略的な推進

 世界的レベルの研究人材が自由かつ独創性を発揮して世界をリードできる創発研究の推進
 世界の英知を結集する研究推進体制の構築
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ＡＩ戦略の検討・実行体制

有識者会議
（AI戦略実行会議）

○座長：安西祐一郎
○構成員 北野宏明、神成淳司

統合イノベーション戦略推進会議
議長：官房長官、議長代理：科技大臣

知
財
本
部

健
康
・
医
療

本
部

海
洋
本
部

宇
宙
本
部

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

各
省
庁

Ｉ
Ｔ
本
部

提言

指示報告

イノベーション政策強化推進チーム
○チーム長
和泉総理大臣補佐官

○構成員
各司令塔・各省庁局長・審議官級

○事務局（イノベーション推進室）

ＡＩ戦略ＴＦ
関係司令塔・関係省庁の指定職/管理職
○関係司令塔
ＣＳＴＩ、ＩＴ、健康医療、知財、宇宙、海洋

○関係省庁
総務省、文科省、厚労省、農水省、経産省、
国交省、環境省、防衛省、個情委

指示報告

人間中心の
ＡＩ社会原則会議

○議長：須藤修
○副議長：北野宏明

承認報告

数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム
認定制度検討会議

○座長：永田恭介
○副座長：安宅和人

AIステアリングコミッ
ティー

○座長：北野宏明
○副座長：安西祐一郎

承認報告 承認報告
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AIステアリングコミッティー

AIステアリングコミッティ―

 アクションプランの策定
• AI戦略に掲げた基盤的・融合的な研究開発内容（開発工程表作成）
• 成果の発信等、内外のコミュニケーション戦略（ＡＩ研究開発ＮＷ構築）
• ３センターの研究開発環境整備
• ３センターの人材育成・人材獲得

 その他、３センター単独で対応することが困難な諸課題 等

各センターが自ら解
決できる課題

総
務
省

文
科
省

経
産
省

イノベ戦略
推進会議

チーム会合 CSTIAI戦略実行会議
提言

◆検討課題

検討指示

検討指示
国研

AIセンター

各センターが自ら解
決できない課題

戦略の落と
し込み 関係省庁

官邸・内閣官房・内閣府

センター長

センター長

実行会議メ
ンバー

・・・

• 座長 北野 宏明 ＡＩ戦略実行会議構成員、ソニーCSL社長
• 副座長 安西 祐一郎 ＡＩ戦略実行会議座長、日本学術振興会顧問

• 神成 淳司 ＡＩ戦略実行会議構成員、慶應義塾大学環境情報学部教授
• 木俵 豊 情報通信研究機構ユニバーサルコミュニケーション研究所長
• 杉山 将 理化学研究所革新知能統合研究センター長
• 辻井 潤一 産業技術総合研究所人工知能研究センター長
• 柳田 敏雄 情報通信研究機構脳情報通信融合研究センター長

◆構成員（敬称略）
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「AI研究開発ネットワーク」の立ち上げ

「ＡＩステアリングコミッティー」での検討を踏まえ、本年12月までに立上げる予定

「AI戦略2019（令和元年6月:統合イノベーション戦略推進会議決定）」において、研究開発状況の
意見交換、共同研究形成・人的交流の斡旋、若手研究者支援の実施等を目的に、AI関連中核セン
ター群及び参画大学・研究機関等からなる「AI研究開発ネットワーク」を構築することとされている。

背景

（参考：「AI戦略2019」抜粋）

＜具体目標＞
 ＡＩ関連中核センター群を中核に、ＡＩ研究開発に積極的に取り組む大学・公的研究機関と連携した、日本の英知
（実装に強いエンジニア、ＡＩ研究者、基礎となる数学・情報科学の研究者を含む）を発掘・糾合し、研究開発等の機
会を提供する、本戦略に即した「ＡＩ研究開発ネットワーク」の構築

＜取組＞
 本戦略に即して、前述の推進体制の下で、ＡＩ関連中核センター群及び参画大学・研究機関等を束ねる「ＡＩ研究開
発ネットワーク」の設置（2019年度）【CSTI・総・文・厚・農・経・国】

 「ＡＩ研究開発ネットワーク」におけるＡＩ関連中核センター群の役割の明確化（2019年度）【CSTI・総・文・経】
 基盤研究と実世界領域の橋渡しを担う産業技術総合研究所において、「ＡＩ研究開発ネットワーク」における各機関のＡ
Ｉ研究の方向性、連携や調整等の実施、並びに産業界との協働調整にかかる運営事務局を設置（2019年度）【経】

 「ＡＩ研究開発ネットワーク」において、以下のような取組を実施【CSTI・総・文・厚・農・経・国】 （取り組み例は省略）
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「AI研究開発ネットワーク」構築に向けたスケジュール

2019年度 2020年度 2021年度

Ａ
Ｉ
戦
略
２
０
１
９

策
定

▼AIステコミ(10月） ▼AIステコミ（12月） ▼AIステコミ（2月）

概要検討

ポータルサイト構築

ポータルサイト運用

規約整備

▲ポータルサイト運用開始（３月末）

▲ネットワーク運営開始（12月末）

参画機関募集

▲シンポジウム・
共同出展等



大学・国研の出資機能の拡大による
産学官連携の活性化について

令和元年１１月
内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）
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